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原発や食の安全性、ホームレスなどの問題に市民レベルでずっと携わってきた征さん。征さんの様々な運動は、いつも征さん個人が何かの問題意識を持ち、「私一人だけでも何とかしなきゃ」、と自分に出来ることを地道に始めるのです。すると、いつの間にか周りに人々が自然発生的に集まってくる。かといって、征さんは強力なリーダーシップや、人を惹きつけて止まない個性的キャラクターを持っているわけではなく、静かで落ち着いた声を持つ本当にどこにでもいそうなオバサンなのです。しかしその行動力は、まさしく「スーパーオバサン」なのです。
震災後初めて東北入りするに当たり、訪問地に相馬を選んでくださいました。相馬にいらっしゃるのは99年以来。原発事故の危険がまだ去らない福島で、征さんは今何を語ってくれることでしょう。今を生きる私たちが、そして未来を生きる子供たちが、幸せに生きるために、今、私達に出来ること、一緒に考えてみませんか？
とき：６月１４日（火）１４時～
ところ：生涯学習会館２階会議室

入場料：無料

山田征さんプロフィール
　１９３７年生まれ、６歳より九州宮崎で育つ。２４歳で結婚、以後は東京武蔵野市在住。
四人の娘達の子育てと共に、農家と直接関わりながら共同購入グループ「かかしの会」を約２０年、
地元の学校給食に有機農産物他食材全般を約１７年にわたり搬入。
仲間と共に　レストラン「みたか・たべもの村」をつくる。
並行して、反原発運動、沖縄県石垣島白保の空港問題他、さまざまな活動を経て現在に至る。
　著書：「ただの主婦にできたこと」（現代書館）、「山田さんのひとりＮＧＯ」（現代書館）他
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